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国土技術政策総合研究所資料 No702（建築研究資料 No.140）からの変更箇所一覧 

 

 
平成 24 年 12 月 4 日に公開された、国土技術政策総合研究所資料 No702（建築研究資料 No.140）「低

炭素建築物認定基準(平成 24 年 12 月公布)等 関係技術資料 一次エネルギー消費量算定プログラムの

解説（建築物編）」からの主な変更点を示す。軽微な語句の修正はこの一覧には記載していない。 
 
 
１．全般的な語句の修正 

頁 修正箇所 修正前（誤） 修正後（正） 
  平成 11 年基準 旧基準 
  平成 24 年基準 平成 25 年基準 
  集会場 集会所 
  昇降機設備 昇降機 
 
 

２．設備仕様入力シートの語句の修正 

頁 修正箇所 修正前（誤） 修正後（正） 
 （空調）熱源

入力シート 
⑪「主機 定格消費エネルギー [ * /
台] 」 

⑪「主機 定格消費エネルギー

[kW/台] 」 
 （換気）給排

気送風機入力

シート 

③「電動機定格消費電力」 ③「電動機定格出力」 

 （換気）換気

代替空調機入

力シート 

④「送風機消費電力」 
⑤「ポンプ消費電力」 

④「送風機定格出力」 
⑤「ポンプ定格出力」 

 
 
３．記載内容の修正・追加 

頁 修正箇所 修正前（誤） 修正後（正） 
 
 
 

目次 第 3 編 設備仕様入力システムの作

成事例 
Chapter 0. モデル建築物の概要 
 

第 3 編 設備仕様入力システムの作

成事例 
Chapter 0. モデル建物の概要 
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 目次 （第一編） 
Chapter 4. 照明設備の入力 
1. 照明器具入力シート 

（第一編） 
Chapter 4. 照明設備の入力 
1. 照明入力シート 

 目次 （第二編） 
Chapter 1. 共通条件の入力 
2. 室用途分類及び標準室使用条件 

（第一編） 
Chapter 1. 共通条件の入力 
2. 標準室使用条件及び各室用途の

想定 
 目次  巻末に 参考文献 を追加 
vii (1). 計算対象

とする建築設

備の定義 

ただし、次の 2. に掲げる室に設置さ

れる設備及び 3. に掲げる設備は、一

次エネルギー消費量の計算対象とは

しない。 

ただし、次の(2). に掲げる室に設置

される設備及び (3). に掲げる設備

は、一次エネルギー消費量の計算対

象とはしない。 
vii (2)．計算の対象

とならない室

の例 

物品を生産する室や、機械・設備に

よりサービス等を生産する室につい

ては、 

工場等における物品を生産するため

の室や、機械・設備によりサービス

等を生産する室については、 
vii (2)．計算の対象

とならない室

の例 

データセンター（コンピュータやデ

ータ通信のための装置を設置・運用

することに特化した建物）における

電算機室 

データセンター（コンピュータやデ

ータ通信のための装置を設置・運用

することに特化した建物又は室）に

おける電算機室 
viii 表-a  全設備について、詳細を加筆 
p.6 2. 室仕様入力

シート 
本シートには室の情報を入力する

が、どの空間を 1 つの室とするかに

は注意が必要である。本シートで入

力した室は全設備の計算において共

通で利用することになるため、特に

次のことに留意して室を区分する必

要がある。 

本シートには室の情報を入力する

が、どの空間を 1 つの室とするかに

は注意が必要である。特に次のこと

に留意して室を区分する必要があ

る。 
（前の段落に同様の説明があるため

削除） 
p.8  
 

②：建物用途、

室用途 
 

・建物用途の選択肢は、「事務所等」

「ホテル等」「病院等」「物販店舗等」

「学校等」「飲食店等」「集会所等」

「工場等」の 8 用途である。 
 

・建物用途の選択肢は、「事務所等」

「ホテル等」「病院等」「物品販売業

を営む店舗等（物販店舗等）」「学校

等」「飲食店等」「集会所等」「工場等」

の 8 用途である。 
 

p.8  
 

②：建物用途、

室用途 
 

なお、標準室使用条件については、

「第 2 編 Chapter 1. 共通条件の

入力 3 室用途分類及び標準室使

用条件」を参照すること。 

なお、標準室使用条件については、

「第 2編 Chapter 1. 共通条件の入

力 3 標準室使用条件及び各室用

途の想定」を参照すること。 
p.9 ②：建物用途、 空調計算対象室にチェックを入れな 空調計算対象室に「■」を入力しな
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 室用途 
 

ければ「更衣室又は倉庫」の室用途

を選択しても空調のエネルギー消費

量は基準値も設計値にもカウントさ

れない 

ければ「更衣室又は倉庫」の室用途

を選択しても空調のエネルギー消費

量は基準値も設計値にもカウントさ

れない 
p.19 (2). 空調ゾー

ン入力シート

の入力項目と

入力方法 

なお、各項目名の前にある丸数字は

図 1-2-2「様式 2-1（空調）『空調ゾ

ーン入力シート』の様式」の最上部

にある丸数字と対応している。 

なお、各項目名の前にある丸数字は

図 1-2-1「様式 2-1（空調）『空調ゾー

ン入力シート』の様式」の最上部に

ある丸数字と対応している。 
p.20 ②：空調ゾー

ン・階、空調ゾ

ーン名 

なお、統合可能な室数に制限はない。

入力の方法は次の例を参考にするこ

と。 

なお、統合可能な室数に制限はない。

入力の方法は次頁の｢参考｣を参照す

ること。 
p.20 ③④：空調機群

名称・室負荷処

理、外気負荷処

理 

直接的な外気の取入れがないゾーン

については、外気負荷を処理する空

調機群として室負荷を処理する空調

機群の名称を入力することとする。

空調機を介さず直接外気がゾーンに

供給される場合については、外気負

荷を処理する空調機群として室負荷

を処理する空調機群の名称を入力す

ることとする。 
p.27 表 1-2-2 

建材番号 106
建材畳床(K,N 形 50mm 厚) 建材畳床(K、N 形 50mm 厚) 

p.32 表 1-2-3 
 
ガ ラ ス 番 号

151～166 のガ

ラス種類 

ガラス番号 151～154 高性能熱

線反射（可視光透過率 40%+透明）

 
ガラス番号 155～158 高性能熱

線反射（可視光透過率 30%+透明）

 
ガラス番号 159～162 高性能熱

線反射（可視光透過率 20%+透明）

 
ガラス番号 163～166 高性能熱

線反射（可視光透過率 8%+透明） 
 

ガラス番号 151～154 高性能熱

線反射（可視光透過率 40%）+透明 
 
ガラス番号 155～158 高性能熱

線反射（可視光透過率 30%）+透明 
 
ガラス番号 159～162 高性能熱

線反射（可視光透過率 20%）+透明 
 
ガラス番号 163～166 高性能熱

線反射（可視光透過率 8%）+透明 
 

p.34  表 1-2-3 
 
ガ ラ ス 番 号

351～366 の

ガラス種類 
 

ガラス番号 351～354 高性能熱

線反射（可視光透過率 40%+透明）

 
ガラス番号 355～358 高性能熱

線反射（可視光透過率 30%+透明）

 
ガラス番号 359～362 高性能熱

線反射（可視光透過率 20%+透明）

ガラス番号 351～354 高性能熱

線反射（可視光透過率 40%）+透明 
 
ガラス番号 355～358 高性能熱

線反射（可視光透過率 30%）+透明 
 
ガラス番号 359～362 高性能熱

線反射（可視光透過率 20%）+透明 
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ガラス番号 363～366 高性能熱

線反射（可視光透過率 8%+透明） 
 

 
ガラス番号 363～366 高性能熱

線反射（可視光透過率 8%）+透明 
 

p.46 ⑪：熱源主機定

格消費エネル

ギー 

熱源機のエネルギー源が「電力」の

場合は［kW/ 台］で、「ガス」の場

合は［N ㎥ /h 台］で、「油」の場合

は［L/h 台］で、「温水」や「蒸気」

の場合は［kJ/h 台］で入力する。 

熱源機のエネルギー源が「電力」の

場合は定格消費電力［kW/台］を、「ガ

ス」及び「油」の場合は燃料消費量

（一次エネルギー換算）［kW/台］を

入力する。 
p.46 ⑫：熱源補機定

格消費電力 
・ 熱源補機の消費電力は機器負荷

率や外気温度によって変化しな

いものとし、定格消費電力に運

転時間を乗じた値が熱源補機の

消費電力量となる。 

・ 熱源補機の消費電力は機器負荷

率に比例して変化する（但し、機

器負荷率が 30%以下は一定）と

している。 

p.47 
 

⑭：冷却塔定格

冷却能力 
 

・ 冷却塔定格能力とは、熱源機が

定格条件で運転している時の冷

却塔の必要能力とする。 

・ （削除） 

p.47 
 

⑭：冷却塔定格

冷却能力 
 

・  ・1 台の冷却塔に複数の熱源機器が接

続されている場合は、次頁の入力例

に示すように、その冷却塔の定格冷

却能力を各熱源機器の能力で按分し

た値を入力する。 
p.50 
 

図 1-2-15 

  
（解説）複数台のポンプで 1 つのポンプ群を構

成する場合の冷房時・暖房時温度差は、一番上

に入力するポンプのみに値を入力すればよい。

p.50 
 

③：冷房時温度

差・暖房時温度

差 
 

・温度差が異なる機器がある場合は、

流量の最も大きいポンプの温度差を

入力する。 

・同じポンプ群の中に温度差が異な

るポンプがある場合は、流量の最も

大きいポンプの温度差を入力する。

p.51 
 

⑧：流量制御方

式 
・各ポンプの流量制御方式を表 1-2-9
「流量制御一覧」の選択肢から選択

・各ポンプの流量制御方式を表 1-2-8
「流量制御一覧」の選択肢から選択

① ② ③ ③

二次ポンプ群名称
台数制御
の有無

冷房時
温度差

暖房時
温度差

[℃] [℃]

(選択)

PCH2 有 10 10.5

10 10.5

10 10.5

10 10.5

① ② ③ ③

二次ポンプ群名称
台数制御
の有無

冷房時
温度差

暖房時
温度差

[℃] [℃]

(選択)

PCH2 有 10 10.5
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 し、 し、 
p.51 
 

表 1-2-9（修正

後は表 1-2-8）
表 1-2-9  流量制御一覧 表 1-2-8  流量制御一覧 

p.55 
 

③：空調機タイ

プ 
 

・表 1-2-10「空調機タイプ一覧」の

選択肢から選択し、 
・表 1-2-9「空調機タイプ一覧」の選

択肢から選択し、 

p.55 
 

表 1-2-10（修正

後は表 1-2-9）
表 1-2-10 空調機タイプ一覧 表 1-2-9 空調機タイプ一覧 

p.56 
 

⑪：風量制御方

式 
 

・空調機の風量制御方式を表 1-2-11
「風量制御方式」の選択肢から選択

し、 

・空調機の風量制御方式を表 1-2-10
「風量制御方式」の選択肢から選択

し、 
p.56 表 1-2-11（修正

後は表 1-2-10）
表 1-2-11 風量制御方式 表 1-2-10 風量制御方式 

p.60 3 行目 給排気送風機の定格風量、定格消費

電力、制御方式等に関する情報を入

力する。 

給排気送風機の定格風量、定格出力、

制御方式等に関する情報を入力す

る。 
p.61 ③：電動機定格

消費電力 
③：電動機定格消費電力 
送風機の定格消費電力を数値で入力

する。単位は kW である。 

③：電動機定格出力 
送風機の定格出力を数値で入力す

る。単位は kW である。 
p.63 3 行目 ・ 換気設備の代わりに設置された

機器発熱負荷処理の空調機（換

気代替空調機）の冷却能力、消

費電力等を入力する。 

・ 換気設備の代わりに設置された

機器発熱負荷処理の空調機（換気

代替空調機）の冷却能力、定格出

力等を入力する。 
p.64 ④：送風機消費

電力 
④：送風機消費電力 
空調機の送風機（パッケージ型空調

機の場合は室内機の送風機）の消費

電力を数値で入力する。単位は kW 
である。 

④：送風機定格出力 
空調機の送風機（パッケージ型空調

機の場合は室内機の送風機）の電動

機定格出力を数値で入力する。単位

は kW である。 
p.64 ⑤：ポンプ消費

電力 
⑤：ポンプ消費電力 
・ 中央熱源方式の場合は、二次冷

水ポンプの消費電力（電動機出

力）を数値で入力する。単位は

kW である。 

⑤：ポンプ定格出力 
中央熱源方式の場合は、二次冷水ポ

ンプの電動機定格出力を数値で入力

する。単位は kW である。 

p.65 タイトル 1. 照明器具入力シート 1. 照明入力シート 
p.66 
 

④：室指数 
 

・室指数は次の式で算出し、数値で

入力する（小数第 2 位を四捨五入し

小数第 1 位までの入力とする）。 
・ なお、作業面の高さは、一般事

・室指数は次の式で算出し、数値で

入力する（小数第 2 位を四捨五入し

小数第 1 位までの入力とする）。 
・ 作業面の高さは、室用途に応じて
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務室では床上 0.8m、廊下では床

面 0m とする。 
適切な値を設定して良い。なお、

②③で間口と奥行を入力した場

合は一次エネルギー消費量算定

用 WEB プログラムの中で室指

数を自動計算するが、その際の作

業面高さは室用途によらず一律

0m としている。 
p.67 ⑦：定格消費電

力 
・消費電力が不明の場合は、（社）日

本 照 明 器 具 工 業 会 の 「 ガ イ ド

114-2005 照明エネルギー消費係

数算出のための照明器具の消費電力

の参考値より」該当する機器の値を

入力すること。 

・消費電力が不明の場合は、（一社）

日本照明工業会の「ガイド 114 照

明エネルギー消費係数算出のための

照明器具の消費電力の参考値より」

該当する機器の値を入力すること。

p.72 ③：節湯器具種

類 
③：節湯器具種類 ③：節湯器具 

p.72 表 1-5-1 
自動給湯栓 

 公衆浴場等で使用される自閉式水栓

（一定の時間あるいは量を吐水した

後に止水する水栓） 
p.72 表 1-5-1 

節水型シャワ

ー 

 ・ （補足）吐水切替えが可能な場合

については、主たる使用モードで

条件を満たしていれば良いとす

る。 
p.75 
 

2 行目  ・1 つの給湯系統の中に複数の給湯機

器が接続されており、これらが連携

して動く場合は、これらの給湯機器

の定格加熱能力の総和を本欄に入力

する。 
p.75 
 

④熱源効率（一

次エネルギー

換算） 

 ・1 つの給湯系統の中に複数の給湯機

器が接続されており、これらが連携

して動く場合は、これらの給湯機器

の熱源効率を各熱源機器の定格加熱

能力で重み付けして平均した値を本

欄に入力する。 
p.76 
 

⑦⑧⑨：太陽熱

利用（有効集熱

面積、集熱面の

方位角、集熱面

の傾斜角） 

 ・有効集熱面積は数値で入力する。

単位は m2である。 
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p.77 ①：階・室名・

建物用途・室用

途 

図 1-1-2「様式 1（共通条件）『室仕

様入力シート』の様式」で入力した

室の中で昇降機を利用する人の主た

る居室のうち、一番上にある階の室

名等を転記する。 

図 1-1-2「様式 1（共通条件）『室仕

様入力シート』の様式」で入力した

室の中から、当該昇降機が主にサー

ビスを提供する室（昇降機を利用す

る人の主たる居室）を入力する。主

にサービスを提供する室が複数あ

り、それらの室の用途が異なる場合

は、床面積の合計が最も大きい室用

途に属する代表室を主にサービスを

提供する室とする。 
p.77 ①：階・室名・

建物用途・室用

途 

・ ここで入力した室により、昇降

機の運転時間が定まる。 
・ ここで入力した室の用途により、

昇降機の運転時間が定まる。 

p.78 
 

⑥：輸送能力係

数 
 

 ・主たる建物用途が事務所等、ホテ

ル等の場合において、昇降機の台数

が 2 台以下の場合、もしくはバック

ヤードに設置される場合は、輸送能

力係数は 1 とすることができるもの

とする。 
・主たる建物用途が事務所等、ホテ

ル等以外の場合は、輸送能力係数は

台数に依らず 1 とすることができる

ものとする。 
・ ・事務所、ホテルにおいて、計画

輸送能力が標準輸送能力を超え

るときにおいて、（計画台数-1）
の台数で標準輸送能力を下回る

場合は、輸送能力係数は 1 とする

ことができるものとする。 
p.80 
 

表 1-7-2 表 1-7-2 太陽電池の種類 表 1-7-2 アレイ設置方式 

p.82 「④：発電効

率」から「⑨：

温水吸収冷凍

機または排熱

投入型冷温水

機の成績係数」

 冗長な説明を削除 

p.86～94 各ページ冒頭  表 2-1-1 省エネルギー基準におけ
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 る地域区分（続き） 
p.86～94 
 

表 2-1-1  平成 25 年基準の告示に合わせて修

正 
p.99 タイトル 2. 室用途分類及び標準室使用条件 2. 標準室使用条件及び各室用途の

想定 
 本節では、各室用途の標準室使用

条件の詳細及び各室用途の使用時間

や負荷等の想定を示す 
p.99 最終行 なお、空調の発停や内部発熱量の変

動については、1 時間ごとの時刻変

動を 365 日分設定している。 

なお、空調の発停や内部発熱量の変

動については、室用途別に 1 時間ご

との時刻変動を 365 日分設定してい

る。詳細は「平成 25 年省エネルギー

基準に準拠した算定・判断の方法及

び解説 I 非住宅建築物」の「第五

部資料集 第二章室用途および標準

室使用条件」で解説されている。 
p.109 
 

2 行目 各室用途の使用時間や負荷等の想定

を表 2-1-11「各室用途の想定と図面

上の室名との対応」に示す。 

各室用途の使用時間や負荷等の想定

を表 2-1-11～18「各室用途の想定と

図面上の室名との対応」に示す。 
p.109 ～

117 
 

表 2-1-11  ・ 記載内容を修正 
・ 表のタイトルを追加 
表 2-1-11 各室用途の想定と図面上

の室名との対応（事務所等） 
表 2-1-12 各室用途の想定と図面上

の室名との対応（ホテル等） 
表 2-1-13 各室用途の想定と図面上

の室名との対応（病院等） 
表 2-1-14 各室用途の想定と図面上

の室名との対応（物販店舗等） 
表 2-1-15 各室用途の想定と図面上

の室名との対応（学校等） 
表 2-1-16 各室用途の想定と図面上

の室名との対応（飲食店等） 
表 2-1-17 各室用途の想定と図面上

の室名との対応（集会所等） 
表 2-1-18 各室用途の想定と図面上

の室名との対応（工場等） 
p.115 表 2-1-17  室用途「公式競技用スケート場」「公



附－ 9

 式競技用体育館」「一般競技用スケー

ト場」「一般競技用体育館」「レクレ

ーション用スケート場」「レクレーシ

ョン用体育館」の図面上の室名の例

から「シャワー室、更衣室」を削除。

p.125 
 

3. 外皮面積の

算出方法 
・外皮面積は、外壁長さを壁芯で測

り、外壁長さと階高を乗じて算出す

る。外壁面積は外壁面積と窓面積の

和とする。 
・窓面積は、サッシ寸法を測って算

出する。 
 

・外皮面積は、外壁幅を壁芯で測り、

外壁幅と階高を乗じて算出する。 
・窓面積は、サッシ寸法を測って算

出する。 
・外壁面積は、外皮面積から窓面積

を差し引いた値と定義するが、外壁

面積を算出する必要はない。外壁面

積は「様式 2-4（空調）『外皮仕様入

力シート』」に入力する外皮面積及び

窓面積から、プログラム内で自動的

に算出される。 
p.137 
 

図 2-2-28 

  
熱交換器の台数を入力 

p.139 
 

図 2-2-30 

  
※ （解説）複数台のポンプで 1 つのポンプ群

を構成する場合の冷房時・暖房時温度差は、

一番上に入力するポンプのみに値を入力す

⑦ ⑧ ⑨

熱源機種 運転順位 台数

送
水
温
度

[台] [℃]

(選択) (選択)

ブラインターボ冷凍機(蓄熱時) 1番目 1 -5

熱交換器 1番目 7

ターボ冷凍機 2番目 1 7

ブラインターボ冷凍機(追掛時) 3番目 1 -2

⑦ ⑧ ⑨

熱源機種 運転順位 台数

送
水
温

度

[台] [℃]

(選択) (選択)

ブラインターボ冷凍機(蓄熱時) 1番目 1 -5

熱交換器 1番目 1 7

ターボ冷凍機 2番目 1 7

ブラインターボ冷凍機(追掛時) 3番目 1 -2

① ② ③ ③

二次ポンプ群名称
台数制御
の有無

冷房時
温度差

暖房時
温度差

[℃] [℃]

(選択)

PCH2 有 10 10

10 10

10 10

① ② ③ ③

二次ポンプ群名称
台数制御
の有無

冷房時
温度差

暖房時
温度差

[℃] [℃]

(選択)

PCH2 有 10 10
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ればよい。 
p.139 
 

下から 4 行目 ・二次ポンプ群名称は一番上の欄の

みに入力し、他は空欄とする。 
・二次ポンプ群名称、台数制御の有

無、冷房時・暖房時温度差は一番上

の欄のみに入力し、他は空欄とする。

p.141 
 

図 2-2-34 

 

（解説）複数台のポンプで 1 つのポンプ群を構

成する場合の冷房時・暖房時温度差は、一番上

に入力するポンプのみに値を入力すればよい。

p.142 
 

図 2-2-36 

（解説）複数台のポンプで 1 つのポンプ群を構

成する場合の冷房時・暖房時温度差は、一番上

に入力するポンプのみに値を入力すればよい。

p.142 
 

下から 4 行目 ・二次ポンプ群名称は一番上の欄の

みに入力し、他は空欄とする。 
・二次ポンプ群名称、台数制御の有

無、冷房時・暖房時温度差は一番上

の欄のみに入力し、他は空欄とする。

p.146 
 

図 2-2-41  
 
FCU1 
FCU2 
FCU3 

図中のファンコイルユニットの名称

を変更 
FCU1-1、FCU1-2 
FCU2-1、FCU2-2 
FCU3-1、FCU3-2 

① ② ③ ③

二次ポンプ群名称
台数制御
の有無

冷房時
温度差

暖房時
温度差

[℃] [℃]

(選択)

PCH2 有 10 10

10 10

10 10

① ② ③ ③

二次ポンプ群名称
台数制御
の有無

冷房時
温度差

暖房時
温度差

[℃] [℃]

(選択)

PCH2 有 10 10

① ② ③ ③

二次ポンプ群名称
台数制御
の有無

冷房時
温度差

暖房時
温度差

[℃] [℃]

(選択)

PCH2 有 10 10

10 10

① ② ③ ③

二次ポンプ群名称
台数制御
の有無

冷房時
温度差

暖房時
温度差

[℃] [℃]

(選択)

PCH2 有 10 10
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p.147 
 

図 2-2-43 

  
図 2-2-41 と合わせて、ファンコイルユニットが

2 台設置されているとした。 
p.150 
 

図 2-2-47  
 
FCU1 

図中のファンコイルユニットの名称

を変更 
※ FCU1-1、FCU1-2 

p.151 
 

図 2-2-49 

  
図 2-2-47 と合わせて、ファンコイルユニットが

2 台設置されているとした。 
p.152 
 

■様式 2-7（空

調）『空調機入

力シート』の入

力方法 
 

・FCU1×1 台、FCU2×2 台をまと

めて 1 つの空調機群（FCU）とし、

能力や風量、消費電力を FCU1、
FCU2 ごとにそれぞれ入力する。

FCU2 の台数には「2」を入力する。

・FCU1×1 台、FCU2×2 台をまと

めて 1 つの空調機群（FCU）と定義

する。 
・空調機群名称は一番上の欄のみに

入力し、その他は空欄とする。 
・能力や風量、消費電力を FCU1、
FCU2 ごとにそれぞれ入力する。

FCU2 の台数には「2」を入力する。

➀ ② ③

空調機群名称 台数 空調機タイプ

[台]

(選択)

FCU1 1 FCU

FCU2 1 FCU

FCU3 1 FCU

AHU1 1 空調機

➀ ② ③

空調機群名称 台数 空調機タイプ

[台]

(選択)

FCU1 2 FCU

FCU2 2 FCU

FCU3 2 FCU

AHU1 1 空調機

➀ ② ③

空調機群名称 台数 空調機タイプ

[台]

(選択)

Iu1 1 室内機

FCU1 1 FCU

AHU1 1 空調機

➀ ② ③

空調機群名称 台数 空調機タイプ

[台]

(選択)

Iu1 1 室内機

FCU1 2 FCU

AHU1 1 空調機
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p.154 
 

図 2-2-54 

  
p.154 
 

■様式 2-7（空

調）『空調機入

力シート』の入

力方法 
 

・空調機群 IuA の空調機仕様は、室

内機 Iu1～Iu4 の合計値を入力する。

空調機群 IuB も同様に入力する。 

・空調機の仕様は、機器毎に行を分

けて入力することが原則であるが、1
つの室に複数台設置されることが一

般的であるパッケージ型空調機の室

内機については、全室内機の合計値

を入力しても良い。 
p.155 
 

■様式 2-7（空

調）『空調機入

力シート』の入

力方法 
 

 ・空調機群名称は、一番上の欄に

「ACP-1-1」と入力し、その他は空

欄とする。 

p.160 
 

■様式 2-7（空

調）『空調機入

力シート』の入

力方法 
 

・空調機 AHU1 とは行を分けて、仕

様を入力する。空調機タイプは「送

風機」とし、台数は 4 台として、1
台あたりの仕様を入力する。 

・空気循環用送風機の仕様は、空調

機 AHU1 の 1 行下に入力する。空調

機群名称は空欄、空調機タイプは「送

風機」とし、台数は 4 台として、1
台あたりの仕様を入力する。 

p.161 
 

■様式 2-7（空

調）『空調機入

力シート』の入

力方法 
 

・空調機 AHU1 とは行を分けて、仕

様を入力する。空調機タイプは「送

風機」とし、台数は 2 台として、1
台あたりの仕様を入力する。 

・エアカーテンの仕様は、空調機

AHU1 の 1 行下に入力する。空調機

群名称は空欄、空調機タイプは「送

風機」とし、台数は 4 台として、1
台あたりの仕様を入力する。 

p.162 
 

■様式 2-7（空

調）『空調機入

力シート』の入

力方法 
 

・空調機 AHU1 とは行を分けて、仕

様を入力する。空調機タイプは「送

風機」とし、台数は 1 台とする。 

・エアフローウィンドウ用の排気フ

ァンの仕様は、空調機 AHU1 の 1 行

下に入力する。空調機群名称は空欄、

空調機タイプは「送風機」とし、台

数は 1 台として仕様を入力する。 
p.163 １．計算対象と 1）廃熱、除湿、脱臭を目的とした送 1）主として排熱、除湿、脱臭を目的

➀ ② ③

空調機群名称 台数 空調機タイプ

[台]

(選択)

IuA 1 室内機

0.5 送風機

IuA 1 室内機

0.5 送風機

➀ ② ③

空調機群名称 台数 空調機タイプ

[台]

(選択)

IuA 1 室内機

0.5 送風機

IuB 1 室内機

0.5 送風機
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 する換気設備 
 

風機 とした送風機 

p.163 
 

１．計算対象と

する換気設備 
 

・ただし、廃熱、除湿、脱臭を目的

とした機械換気設備がある空調対象

室（例えばトイレや喫煙室など）に

ついては、新鮮外気分は空調設備の

エネルギー消費量に、廃熱などの分

は換気エネルギー消費量に計上す

る。 

・ただし、排熱、除湿、脱臭を主目

的とした機械換気設備がある室が空

調されている場合は（例えばトイレ

や喫煙室などが空調されている場

合）、主として新鮮外気導入のために

使用される送風機の動力は空調設備

のエネルギー消費量に、主として廃

熱などのために使用される送風機の

動力は換気エネルギー消費量に計上

する。 
p.163 １．計算対象と

する換気設備 
 

6）自然換気を行う場合は、その分選

定された換気設備の容量が小さくな

っていると想定されるため、何も補

正を行わず、選定された機器の消費

電力を用いて計算する。（基準値は自

然換気なしを想定した消費電力であ

るため、これと設計値との差が自然

換気による省エネルギー量である）

6）換気の一部を自然通風により行う

場合は、その分選定された換気設備

の容量が小さくなっていると想定さ

れるため、何も補正を行わず、選定

された機器の消費電力を用いて計算

する。（基準値は自然通風なしを想定

した消費電力であるため、これと設

計値との差が自然通風による省エネ

ルギー量である） 
p.163 １．計算対象と

する換気設備 
 

7）空気の拡散を促進するために給排

気設備とは別に空気循環用送風機設

備を設ける時は、空気循環用送風機

設備は空調設備とし、空調設備の送

風機動力として計上する。 

7）空気の移動を促進するために給排

気設備とは別に空気循環用送風機設

備を設ける時は、その設備が設置さ

れる室が空調対象室であれば、空気

循環用送風機設備は空調設備とみな

し、空調設備の送風機動力として計

上する。非空調室であれば、空気循

環用送風機設備は機械換気設備とみ

なし、換気設備の送風機動力として

計上する。 
p.166 ■様式 3-2.（換

気）『給排気送

風機入力シー

ト』の入力方法

給気送風機、排気送風機それぞれに

定格風量と消費電力を入力し、送風

量制御には「温度制御」と文字列で

入力する。 

給気送風機、排気送風機それぞれに

定格風量と定格出力を入力し、送風

量制御には「温度制御」と文字列で

入力する。 
p.168 ■様式 3-1.（換

気）『換気対象

室入力シート』

・ 厨房用空調機 OAC-9-1 および

AHU-9-1 の送風機および排気

送風機の定格風量と消費電力を

・ 厨房用空調機 OAC-9-1 および

AHU-9-1 の送風機および排気

送風機の定格風量と定格出力を
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と様式 3-2.（換

気）『給排気送

風機入力シー

ト』の入力方法

入力する。 入力する。 

p.170 ■様式 3-1.（換

気）『換気対象

室入力シート』

と様式 3-3.（換

気）『換気代替

空調機入力シ

ート』の入力方

法 

・ 送風機消費電力は、換気代替空

調機の送風機（パッケージ型空

調機の室内機送風機）の消費電

力を入力する。 

・ 送風機定格出力は、換気代替空調

機の送風機（パッケージ型空調機

の室内機送風機）の電動機定格出

力を入力する。 

p.170 （2）．換気代替

空調機の入力

例２ 

・ 電気室に換気代替空調機（空調

機：必要冷却能力 10kW、送風

機消費電力 1.5kW）が設置され

ており、 

・ 電気室に換気代替空調機（空調

機：必要冷却能力 10kW、送風機

定格出力 1.5kW）が設置されて

おり、 
p.171 （2）．換気代替

空調機の入力

例２ 

熱源機（ 冷凍機： 冷却能力 100kW、

消費電力 25kW）、冷水一次ポンプ

（ 消費電力 1.5kW）、冷水二次ポン

プ（消費電力 2.2kW）が設置されて

いるとする。 

熱源機（ 冷凍機： 冷却能力 100kW、

消費電力 25kW）、冷水一次ポンプ

（ 定格出力 1.5kW）、冷水二次ポン

プ（定格出力 2.2kW）が設置されて

いるとする。 
p.171 ■様式 3-3.（換

気）『換気代替

空調機入力シ

ート』の入力方

法 

・ 送風機消費電力には、電気室の

空調機の給気送風機の消費電力

を入力する。 
ポンプ消費電力は、冷水二次ポンプ

の消費電力を各空調機の冷却能力で

按分した値を入力する。 

・ 送風機定格出力には、電気室の空

調機の給気送風機の電動機出力

を入力する。 
ポンプ定格出力は、冷水二次ポンプ

の電動機出力を各空調機の冷却能力

で按分した値を入力する。 
p.174 1．計算対象と

する照明設備 
・ ◆常時点灯され明視性を確保す

る場合の階段誘導灯などを含

む。 

・ ◆常時点灯され明視性を確保す

る場合の階段通路誘導灯などを

含む。 
p.174 1．計算対象と

する照明設備 
3）演出性確保のための照明設備 
4）ディスプレイ灯、シャンデリア、

広告灯など 
5）明視性確保のための照明設備のう

ち、以下のもの 

3）演出性確保のための照明設備（シ

ャンデリア、広告塔など） 
4）明視性確保のための照明設備のう

ち、以下のもの 

p.174 2．照明器具の

消費電力の参

考値 

（社）日本照明器具工業会 （一社）日本照明工業会 
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p.174 2．照明器具の

消費電力の参

考値 

また、ガイド 114-2005 に掲載され

ていない器具や特殊な器具について

は、 

また、ガイド 114 に掲載されていな

い器具や特殊な器具については、 

p.175 3. タスク・ア

ンビエント照

明システムの

入力事例 

様式 4. (照明)『照明入力シート』の

入力例を図 2-5-2「タスク・アンビエ

ント照明の入力例」に示す。 

様式 4. (照明)『照明入力シート』の

入力例を図 2-4-2「タスク・アンビエ

ント照明の入力例」に示す。 

p.177 1．給湯対象室

の考え方 
なお、「給湯計算対象室」の選択にあ

たっては、以下の場合のように建物

用途のみから室用途を選択するので

はなく、当該室の給湯使用量、給湯

使用時間、給湯使用者数等を考慮し

て室用途を選択する必要がある。 

なお、「給湯計算対象室」の選択にあ

たっては、次の場合のように建物用

途のみから室用途を選択するのでは

なく、当該室の給湯使用量、給湯使

用時間、給湯使用者数等を考慮して

室用途を選択しても良い。 
p.177 
 

1．給湯対象室

の考え方 
「給湯計算対象室」ごとの標準室使

用条件（給湯使用量、給湯使用時間

等）は、「第 2 編 設備仕様入力シー

ト作成方法の詳細解説 Chapter 1. 
共通条件の入力 3 室用途分類及

び標準室使用条件」の表 2-1-2 標準

室使用条件一覧（事務所等）～表

2-1-110 標準室使用条件一覧（工場

等）を参照する。 

「給湯計算対象室」ごとの標準室使

用条件（給湯使用量、給湯使用時間

等）は、「第 2 編 設備仕様入力シー

ト作成方法の詳細解説 Chapter 1. 
共通条件の入力 3 標準室使用条

件及び各室用途の想定」の表 2-1-2
標準室使用条件一覧（事務所等）～

表 2-1-10 標準室使用条件一覧（工場

等）を参照する。 
p.181 
 

3) 小規模事務

所ビルを対象

とした輸送能

力係数 M の簡

易算出法 
 

・建物用途が事務所等であり、 ・主たる建物用途が事務所等であり、

p.240 
 

4 行目 
 

 ・OA（1.6m2）は、計算対象とする

設備が存在しないため、入力しない。

p.266 
 

図 3-2-21 

  
（解説）複数台のポンプで 1 つのポンプ群を構

① ② ③ ③

二次ポンプ群名称
台数制御
の有無

冷房時
温度差

暖房時
温度差

[℃] [℃]

(選択)

PCH2 有 10 10.5

10 10.5

10 10.5

10 10.5

① ② ③ ③

二次ポンプ群名称
台数制御
の有無

冷房時
温度差

暖房時
温度差

[℃] [℃]

(選択)

PCH2 有 10 10.5
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成する場合の冷房時・暖房時温度差は、一番上

に入力するポンプのみに値を入力すればよい。

p.267 
 

図 3-2-23 図 3-2-23 空調設備自動制御フロー

図（1）（図面-空-18、二次ポンプ部

分を抜粋） 

図 3-2-23 空調設備自動制御フロー

図（1）（図面-空-18） 

p.279 
 

①空調機群名

称 
・個別の全熱交換機は空調機と分け

て入力し、また、書庫と更衣室の排

気送風機（FE-ST2-BF、FE-LC-BF）
は空調機群の中に含め、空調機と分

けて仕様を入力した。 

・中央監視室、警備員室、清掃員控

室の全熱交換器（HEU-CN-BF、

HEU-KB-1F、HEU-CL-BF）及び書

庫 と 更 衣 室 の 排 気 送 風 機

（FE-ST2-BF、FE-LC-BF）は各室

の室内機及びファンコイルユニット

と連動して動くため、同じ空調機群

であるとした。 
p.279 
 

⑮⑯⑰⑱⑲：全

熱交換器の有

無・全熱交換器

定格風量・定格

全 熱 交 換 効

率・バイパス制

御の有無・ロー

ター消費電力 

・B1 清掃員控室と中央監視室に設置

されている全熱交換器では、有無は

「有」とし、全熱交換器の定格風量

には給気送風機定格風量に入力した

風量を転記した。また定格全熱交換

効率は図 3-2-31「空調設備機器リス

ト（6）」の私市を入力した。さらに、

本例では熱交換と換気運転の切替制

御（バイパス制御）は自動切替型で

あり「有」と入力した（図 3-2-35「空

調設備自動制御フロー図（6）参照」）。

なお、本例で全熱交換器の消費電力

は、ローターが静止型であり電力消

費はないため空欄とした。 

・全熱交換器が設置されるため、有

無は「有」とし、全熱交換器の定格

風量には給気送風機定格風量に入力

した風量を転記した。 
・定格全熱交換効率は図 3-2-31「空

調設備機器リスト（6）」の私市を入

力した。 
・この例では熱交換と換気運転の切

替制御（バイパス制御）は自動切替

型であるため、バイパス制御の有無

は「有」と入力した（図 3-2-35「空

調設備自動制御フロー図（6）参照」）。

・この例で全熱交換器ローターは静

止型であり電力消費はないため、ロ

ーター消費電力は空欄とした。 
p.287 
 

図 3-3-10 図 3-3-10 空調設備機器リスト（2）
（図面-空-3、厨房の外調機を抜粋）

図 3-3-10 空調設備機器リスト（2）
（図面-空-3） 

p.288 
 

図 3-3-11 図 3-3-11 空調設備機器リスト（3）
（図面-空-4、厨房のパッケージ型空

調機部分を抜粋） 

図 3-3-11 空調設備機器リスト（3）
（図面-空-4） 

p.295 図 3-4-1 
⑫昼光連動調

光制御 

両側採光かつブラインド自動制御な

し 
片側採光かつブラインド自動制御な

し 

p.301 
 

図 3-5-4 図 3-5-4 衛生設備配管系統図（図面

-衛-2：給湯機器部分を抜粋） 
図 3-5-4 衛生設備配管系統図（図面

-衛-2） 
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p.305 
 

図 3-5-8 図 3-5-8 衛生設備給湯配管詳細図

（図面-衛-3、図面-衛-4） 
図 3-5-8 衛生設備給湯配管詳細図

（図面-衛-3、図面-衛-4 より抜粋） 
p.333 ②～③：定格風

量、電動機定格

消費電力 
 

②～③：定格風量、電動機定格消費

電力 
一般的には設備図面、機器リスト等

を確認し、定格風量、電動機定格消

費電力を入力する。 

②～③：定格風量、電動機定格出力

一般的には設備図面、機器リスト等

を確認し、定格風量、電動機定格出

力を入力する。 

p.339 ⑥：輸送能力係

数 
輸送能力係数を数値で入力した。 輸送能力係数を数値で入力する。本

例では「１」とした。 
    

 
 
 

以 上 
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